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わが国および世界の海洋地貨調査研究の動向①

ユ.まえがき

ユ972年は海洋地質および関連ある海洋科学技術全般

においてさまざまなことが具体的に実行されはじめた

年であった｡

国際地球内部ダイナミックス計画(GDP計画)のもと

に西太平洋海底の総合研究計画が広範な研究者の参加

によ､｡ではじめられた.国土地理院においては沿痒

海域基礎調査として全国の内湾および一部の外洋沿岸

域を対象とした主として音波探査による海底土地条件

図作成がはじめられた.

海上保安庁水路部においては約三毒800トンの新測量

船｢昭洋｣が竣工し｢海の基本図｣作成計画のための

強力枚武器として登場した.民間団体としてはECOR

国内委員会が発足し海洋調査技術の標準化･開発を目

標とした作業が海洋地質を含む諸種の分野ごとに広範囲

にはじめられた.

いっぽう通産省においてはかねてから予算要求中

であった1,800トンの地質調査船の建造計画がみとめら

れ現在金属鉱物探鉱促進事業団が中心となって

1974年3月竣工を目標として作業が進行しつつある.

また地質調査所においては海洋地質部門が新しく一

つの組織としてすなわち海洋地質課(地質部に所属)

として次のような形で発足した.

地質菩ト

一地質第1練

一地質第2課

一地質第3課

一海洋地質課一

海底})地質層序･地質

一第･調査研究室瑳苧鰯纏鶴難

を主とする.

一策･調査捌:究室麟灘拶学ゴ1勺

海底堆横物･治石の始

一第･調査研究室鱗､燃灘輔

研究を行なう.

海洋地質課においては当面のところ特別研究｢海

底地質調査技術の研究｣による九州西方･北西方海域の

海底地質に関する総合研究および科技庁の特別研究促進

調整費による｢豊後水道海域の海底地質の研究｣を中心

として研究をすすめていると剛寺に1974年4月よリ運

航が開始される前記地質調査船による概究の具体的計

画を検討･作成中である.

今後さらに大き肢発展が予想される国際的および国

内的な海洋地質研究全般の流れ茅)なかで地質調査所の

海洋地質課水野篤行･井上英二･盛谷智之

海洋地質･地下資源部門が果たすべきまた果たすこと

ができる殺害11は非常に大きいものと思われる.

本稿では海洋に関する世界の若千の先進国における

海洋地質調査研究活動を概観し次号以降でわが国の全

般的な海洋地質調査研究にふれ最後に地質調査所にお

けるそれの過去および現在について少し詳細にふれる予

定である.

2.世界におけるナ毎祥地質調査研究16助の概警

世界で大規模に海洋地質調査研究を行なっている国は

それほど多くはなく米･ソをはじめカナダ･英･仏

･北欧諸国･西独･イタリア･オｰストラリア等である･

これら諸国は国情に応じた活動を行なっており活動の

規模一内容は国によって異なっている.ここではこ

れらのうちとくに活動が活発で政府が積極的に調査

研究にのりだしている米国･ソ連邦･英国･フランス

の4カ国についてその現状を展望しよう.

これらのうち英仏両国については井上英二(地質ニュｰス

no,202;no,2051971)米国については坊城俊厚(地質

ニュｰスno.185;m.187;no.1891970)によ1)詳細に紹

介されているのでご参照いただきたい.

(1)米国

米国における海洋地質調査研究は海洋科学研究の伝

統と連邦政府による｢海洋資源技術開発法｣の制定

(1966年)やそれにもとづく海洋地質研究･業務の国

家計画の策定等の積極的租推進策によって質･量とも

に世界･をリｰドしている･

海洋地質調査研究はとくに国際地球観測年(ユ957～

58年)国際インド洋調査(1960～64年)を契機として

大学の海洋研究所等を中心に調査海域が全世界の海洋

に拡大されまた政府機関によって米国周辺大陸棚の

調査カミ違められてきており現在大陸棚から深海にい

たる多くの海域の海洋地質に関する膨大なデｰタが集積

されている.

お毛な海洋地質調査研究機関

米国における海洋地質関係の調査研究は連邦政府･

州政府･大学･民間企業等が各自の立場から基礎的�
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策ユ表米1ソ･英･仏における海洋地質関係のおもな政府機関

機

米国

地質調査所

鉱山局

海洋大気

局(NOAA)

/駕洋簑物孤セ己タ警1燃C)

ソ連

アカデミｰ海洋研究所

サハリン総合科学研究所

国立海洋研究所

北極南極研究所

地質省

英国

国立海洋研究所(NIO)

地質科学研究所(IGS)

調査船舶部(RVU)

沿岸堆積部

フランス

ブルタｰニュ海洋研究所

地質鉱物研究院(BRGM)

フランス石油研究所(IFP)

国立科学調査セ1■タｰ(CNRS)

海外科学技術研究所(0RSTOM)

所属

内務

〃

商務

省

科学アカデミｰ

〃

水理気象総局

久剃

〃

��伀

産業省

分野から企業化にいたる領域を分担して実施しておりそ

のおもな研究実施機関は第1表のとおりである.

地質調査所(USGS)政府機関のなかで海洋地質調

査研究の中心である.地質局の海洋地質･水理オフィ

スカミおもに業務を担当しワシントンD.C.の本所と

カリフォルニアのメンロパｰクをふくむ4支所に海洋部

門が設置されている.調査所の海洋地質業務は米国

周辺の大陸棚と大陸斜面大陸膨の総合的な地質調査で

ある.この調査は大西洋沿岸海域でウッズズホｰル

海洋研究所との連携方式による総合調査で1962年にはじ

まり以降同様の方式ですでに9大学と契約して他

の海域の調査研究を行なっている.1970～1990年の20

年計画で大陸縁辺部の海底地質図(全域について100万

分の1と25万分の1重要海域について1インチ1マイ

ル縮尺を作成することにたっている.

海洋調査部(NOS)従来の沿岸測地局で海底地形

図の作成測地学的地球物理探査を行なう.

海底地形図はわが国の海上保安庁水路部の｢海の基本

図｣にほぼ相当するものであろう.海洋調査部は現在

海洋大気局(NOAA)に所属している.同局は非

軍事海洋関係機関を統合した大統領直属機関で海洋科

学技術審議会の勧告にもとづいて1970年に設置され

商務省環境科学局(ESSA)を中心に構成されている.

政府研究機関としてはほかに海洋鉱物技術センタｰ

(MMTC)やスミソニアン研究所がある.

政府研究機関とは別に海洋地質研究機関として名高

いスクリップスウッズホｰル両海洋研究所およびラモ

ント･ドハティ地学研究所等大学の研究機関カミある.〔こ

れらのうちウッズホｰル海洋研究所の詳細については盛谷智

之(海洋科学Vo1.4No,61972)を参照していただきたい〕

これらは伝統と調査船校ど施設の充実豊富な人材を

背景に大規模な海洋地質の国家的研究計画の重要な推

進者であり同時に海底拡大説や深海掘さく計画など

多大な学術的貢献を行たっている.このほか諸大学

で海洋地質学の研究が行なわれている.これら大学関

①ウッズホル海洋研究所全景

②スクリップス海洋研究所生長�
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端2表世界のおも念海洋11喝査船(海洋地質調査にも魔係するもの)

爀

エクスプロラｰ

オｰシャノグラプアｰ

米ディスカパラｰ

リサｰチャｰ

サｰベイヤｰ

グレイシャｰ

バｰジニヤ･

アトランチス皿

チェイン

ノｰル

1ブエマ

国アルゴ

グロｰマｰチャレンシヤｰ

アドバンス皿

ビチヤｰジ

/二二て工でこニニ;

ニニニζ二;二㌃チヤトフ

連ニニ㌃ル'コマロフ

オビ

英

国

フ

ラ

ン

ス

ド

イ

ツ

カ

ナ

ダ

π

えと.£

ノル

ウエｰ

フz

ジノレ

デイスカハリｰ

ジ賞ンミュレイ

ホワ.イトソｰン

ツィッカｰス･ベンチェラｰ

プリンス･マッドク

チャレンシヤｰ

シャクルトン

ジャンシャルコｰ

ゴリオリ

カリプソ

テレベル

フロｰレンス

ノロワ

メテオｰル

コメット

ハヅフイン

ノ･ドソン

ポｰト･トｰフ.寸ソ

テｰ回ン

アフンタ

G.O.サルス

アルミランデ･サルダナ

沿捧測地周(NOAA)1.9001940

㌮����

�㌮����

㈮����

㌮���　

沿岸警榊I苛8.4501955

内務省鉱川局1.6801945

ウッズホｰル海洋研2,300ユ963

㈮����

〃1.8061969

ラモント海洋研743

スクリップス漉洋概2.0791944

スクリップス海洋研10.5001968

ケｰプフエァ技術研9751944

科学アガデ1一…1･い…

�����

l11簑1::;

"1;:;竃11;:

極地沸洋船舶協会12.4101955

国立海洋研究砺

地質科学研究所

ヴイツカｰス社

ノｰス･ウェルス大学

㈮�　

�　

㈬〰　

�　

㌱�

�　

ユ,000

ユ962

��

��

��

建造中

����〰��

�����

フランス湖群杜4001942

フランス1石油班7501964

���

CNEX0500建造印

水路部2.6151964

･1,…1･…

水路部3.7001956

〃4.7951962

ト1コント大学6501952

湖水センタｰ8201950

.瞥瞥研究所r山｢11品･'1

漁業局…l1…

海軍1･…1･…

注)主としてUnderSeaTecbno1ogyHandbookD1τectory1969による.

係の海洋科学研究費は大部分

でいる.

海洋調査船

米国の海洋調査船の総数は

連邦政府予算に依存し

1970年に253隻(1,000ト

ン以上68隻)潜水調査船は30隻あ

まりである.これらのうち海洋

地質調査研究に従事するおもな調査

船は第2表にしめすとおリである.

(2)ソ連

ソ連の海洋地質研究は1948年に

海洋調査船ビチャｰジ号が生まれて

から本格的にはじめられ以来しだ

いに大規模な調査へと発展し現在

米国とならんでもっとも活発に推進

されている.

特色は基礎的調査の重視であ1)

とくに太平洋とインド洋において

1968年頃までに地形･海底構造･堆

積物に関する多くの資料が得られた.

太平洋についてはこれら資料の総

合･体系化が進められすでに堆積

物の諸分布図の作成と分布の規則性

の解明が試みられている.一方

カスピ海底油閏の開発サハリン海

底天然ガスの探査等大陸棚地域に

おける鉱物資源とくに海底石油開発

の面でも大規模な活動が行なわれて

いる.

おもな海洋地質調査研究機関

海洋科学全般の研究を行なってい

るソ連科学アカデミｰ地質省漁

業省水理気象総局大学などに

海洋地質の研究機関およびその関連

部門カミある.

ソ連科学アカデミｰ海洋研究所ソ連

の海洋学研究の中心で海洋物理･

地質化学･生物･技術工学の4部門

と3支所から柾る.地質･化学部

門は海底堆積物･堆積物化学･地

質構造･沿岸地質･海底写真等12の

研究室をもつ.研究員は中央研究

所･支所をあわせて総数1,500人と

いわれる.支所はウラジオストックほか2カ所にあり

それぞれ調査船を有して世界｡の海洋を対象とした調査

体制を整えている.

サハリン総合科学研究所

ソ連科学アカデミｰに�
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属し調査船ペガｰス号をもちオホｰツク海･北西太

平洋･日本海を対象として海洋地質の調査研究を進めて

いる.

以上の2研究所のほかソ連科学アカデミｰはモス

クワ本部に海洋学･太平洋･海洋史だとの各委員会海

洋調査業務本部を有し海洋科学全般にわたる総合的調

査研究を推進している.また黒海やカスピ海に面した

ウクライナグルジア等の共和国科学アカデミｰにも

海洋地質研究部門がある.

北極南極研究所水理気象総局に所属し極地方の大

陸棚の海底資源の調査を実施している.

地質省は1960年代にたってから大陸棚の地質

構造と鉱物資源の探査を目的に数隻の改造の海洋調査

船を有して海底の地質学･地球物理学的研究を実施し

ている.

調査船

1969年現在のソ連の海洋調査船の保有数はユ,000トン'

以上24隻1,000トン以下47隻である.ソ連の調査船

はクルチャトフ号(6,828t)ウラジミル･コマロフ号

(17,580t)最近のコスモノｰト･ユｰリｰ･ガガｰリン

号(45,000t)等のように巨大化に内かっている.

一方潜水調査船や深海掘さく船の開発はまだ進んでい

ないようである.

(3)英国

英国は1873年のチャレンジャｰ号の探検以来海洋

地質に関する調査研究の歴史は古い.しかし海洋地

質調査研究活動カミ組織的･本格的になったのは!969年

の海洋科学技術に関する答申がなされて以来と思われる.

現在政府研究機関･大学における海洋地質調査研究

③ノル(米国1,806t)

活動は教育科学省の自然環境研究会議(N醐C)

によって一元的に組織されている.同会議は海洋地

質調査研究の計画策定予算配分調査船･機器の貸与

成果の評価をつうじて官･学における活動を推進する､

主要調査研究機関

海洋地質調査研究にたずさわっている研究機関でと

くに活動し実績があるのは地質科学研究所国立海洋研

究所ケンブリッジ大学ロンドン大学ブリストル大

学等である.

地質科学研究所(鵬S)教育科学省に所属し第1

･第2大陸棚部海洋物深部をもち英国周辺大陸棚の

海底地質調査物理探査浅部試錐を組織的に実施して

大陸棚の20万分の1～25万分の1海底地質図表層堆積

図を作成しつつある.また北海油田ガス田における

民間企業の調査資料の収集解析を行なって“北海レポ

ｰト"として政府に報告する.

④ビチャｰジ(ソ連5,710t)(日本舶用機器開発協会提供)

⑤ガガｰリン(ソ連45,000t)�
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塊3表肚界σ)おも紅海ざゼポ鈴船総合的崔効率的に促進するために1967年

船名､国外岬尤水深=榊速力.莱早､潜舛1榊.苧造年並に科学技術研究総務庁に設置された総理大

アルl/-/'ぺ紙…｢｡1ト!1二“ば甲い叩･臣直属機関である･同機関は予算を大

アルキ1デスllランスj甲1小111い1･l1･･1字･官･民の研究機関1こ配分し船舶その

ベン/ス･1米'1約･･1･1･∴'･..1.ツ他大型施設を提供して国家計画にもとづ

デ/イ･ジイ;.､“･∵ペペ･い…いて調査研究を進めている･その具体的

ディｰプ･ダイバｰLぺ“….岬･1いい1甲以1ゑあらわ1･として…X･は…M(後

ディィ･クｰス/1⊥L如･..1''･!､､ド争■1.1峠.述)と共同してフランス周辺大陸棚全域

ディｰプ･スタ｣.4000;米1紙3001■1～',1!61{;68以降について10万分の1および25万分の至縮尺

ヵ六1ン･む･･iτ1｢■･ペギr1･'1…以降の表層堆積図海底地質図構造図絨を

バィシ判｣松処ぺ｢ゴ1一一｣響岬計画し･年間でこれを完成する瞭か

スタｰ皿;､五….並_㍗ゼ1二}■;ユ011968以降かけている･すでにエ970年にはδ海域

/1エステ｢米1綱1･･1･ll･一･ll…について1･万分の1表層堆積醐拙版され

た.この計画の実施機関は遭RGM等の

国立海洋研究所(NI0)NERCに属する英国の代表政府研究機関と大学であり調査結果の総括と公表は

的在総合海潮研究所であり海洋地質部門ではサイドBRGMが中心と租る､

スキャンソナｰを駆使して海底堆積物の研究や北大フランスはまた海底地質調査機器1技術の面で独自

西洋の地球物理研究を行なっている.の構造をもつすぐれたものを有している､すたわち

ロンドン大学のインペリアル･カレッジはマンガン団地震探査の音源としてフレキソテイルやフレキシジョッ

塊･燐灰石･紐海底の合金属堆積物の成因と経済性を追ク海底サンプリング機器のフレクソドリノレ･エレクト

求している出口1ドリル(いずれも互服が開発)等があり潜水技

術･海底居住に関してはすでにわカミ国でも知られてい

調査船るように世界に冠たるものがある.

第2表のように海洋地質調査に従事している調査船

はそれほど多くはない.これらのうちディスカバリ主要調査研究機関

一号とジョンミュレイ号は海洋研究所に属し英国海洋フランスで海洋地質調査研究を行なっている主要機関

調査活動の2支柱となっている.ホワイトソｰン号はは第1表のとおりである､

鉱石船を改造した試錐･サンプリング船でその独特の

設計と機能は注目にあたいする.ブルタｰニュ海洋研究所CNEXO直属の総合海

洋研究所でありブルタｰニュ半島突端のブレストに建

(4)フ㌻ソス設中で完成の暁には海洋総合庸報センタｰを含む各種

フランスの海洋調査研究活動は国立海洋開発セン多一大型実験装置･施設･各種研究音蒔門を有する一大センタ

(C蝸XO)が掌握している.CNEXOは海洋開発を一となるであろう.海洋地質部門は1970年より活動

蟻)ヂｰチスカバリｰ(焚幽2,醐童)

②ジヤンシれレ饒一(フ多シス2,2⑪ot)�
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している.

地質鉱物研究院(醐GM)同院の国内地質調査所

の海洋地質部を中心に活動が行なわれている.業務内

容は大陸棚図幅作成と情報収集解析技術の研究等である.

海洋地質の調査研究活動は大学にくらべてまだ目が浅

く活発とはいえないようである.

フランス石油研究所(亙服)産業省に所属し石

油探査技術水準の高さでよく知られている.1海洋地質

調査の分野でも調査機器の開発において注目するもの

があり現在ビスケイ湾や地中海の大陸斜面･深海底

の深部地質構造の調査を行ない成果をあげている.

大学関係ではパリ大学は二一ス近郊に海洋研究所

ジュネｰブ近郊にトノン地質研究所を有しそれぞれ地

中海レマン湖の地質研究を行なっている.ボルドｰ

大学のアキテｰヌ盆地地質研究所はビスケイ湾の総合

的海洋地質調査研究を行ない成果をあげてきた.

調査船

政府所属の海洋調査船で過去に海底地質調査に実績

カミあるのは第2表に示すとおりである.このたかで

シヤン･シャルコｰ号(写真7)はCNEXOに所属し

1965年に建造費約13億円で竣工した代表的な総合調査船

である.テレベノレ号はIFP専属の試錐･サンプリン

グ船でその特殊な機能は注目される.(つづく)
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総蓼

⑧海底面の構造を示す音波ミ写真･

サイドスキャンソナｰの記録を

編集したもの(I.F.P.提供)
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⑨I.F.P.の海底掘さく機の種類

茗300冊

⑩テレベ

ル(フランス750t)�


